
 

2017年度第6回支部集会【中国支部】 
2017年10月21日（土）13：00-17：30（受付開始12：30） 

島根大学松江キャンパス教育学部棟 

主催：公益社団法人日本語教育学会 共催：国立大学法人島根大学 

後援：島根県教育委員会 

会場：〒690-8504 島根県松江市西川津町1060 島根大学松江キャンパス教育学部棟 

交通アクセス： http://www.shimane-u.ac.jp/access/ 

キャンパスマップ： http://cfle.shimane-u.ac.jp/japanese/shibumap.jpg 

参加費：500円（当日会場にて現金でお支払いください）  

※ご参加予定の方は，なるべく学会ウェブサイトのマイページから10月19日までに事前予約をお願いいたします。 

当日の手続きが簡素化されます。「新規ユーザ登録」をしても本学会への「入会」となるわけではありません。 

※当初予定していた研究発表につきましては，2017年度発表より適用の「発表要領」にもとづいて審議された結果，

採択された発表がなかったため，取り止めとなりました。同様に，交流ひろばにつきましても，今回は応募がなか

ったため，取り止めとなりました。 

◆支部集会日程◆ 

12：30 受付開始          【教育学部棟1階 北玄関入り正面】 

13：00-13：15 開会式              【教育学部棟1階 191（IPM室）】 

13：20-14：50 ワークショップ          【教育学部棟1階 191（IPM室）】 

15：00-16：30 パネルディスカッション  【教育学部棟2階 272（25番教室）】 

16：35-17：20 参加者交流会         【教育学部棟1階 191（IPM室）】 

17：20-17：30 閉会式                  【教育学部棟1階 191（IPM室）】 

開会式  【13：00-13：15】                         教育学部棟1階 191（IPM室）  

・開催校挨拶 

・「学会の理念体系と支部集会について」  

永田 良太（広島大学・日本語教育学会支部活動委員会委員） 

ワークショップ 【13：20-14：50】                 教育学部棟1階 191（IPM室） 

「教室と生活を結びつける授業づくり～課題遂行型の日本語指導～」 

講師：佐藤智照（島根大学） 

 

学習者が教室で学んだ日本語を普段の生活の中で使えるようになるためには，どうすれば良いので

しょうか。教室での学びを生活に結びつけるためには，語彙や文型の学習だけではなく，どんなとき，ど

んな場面で，どのように用いるのかを意識した日本語の指導が大切です。ワークショップでは，この点を

取り入れた授業目標の立て方と教え方について紹介します。そして，実際に授業づくりを体験する活動

を行い，最後に日々の日本語教育活動にどう活かせるか，その可能性と課題について，参加者の皆さ

んと一緒に考えたいと思います。 
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パネルディスカッション【15：00-16：30】        教育学部棟2階 272（25番教室） 

「地域における外国ルーツの子どもの支援について考える 

－島根県の現状と課題－」 

パネリスト： 仙田武司（公益財団法人しまね国際センター） 

「島根県における外国人住民支援の取組の現状と課題」 

小澤正則（島根県教育庁教育指導課） 

「学校教育における日本語指導が必要な児童生徒の現状と課題」 

堀西雅亮（NPO法人エスペランサ） 

 「事例紹介－『いずも多文化こどもプロジェクト』の取り組み－」 

李在鎭（雲南市国際文化交流協会） 

              「韓国の多文化家族支援センターでの取り組み」 

司会： 永田良太（広島大学） 

 

日本の公立学校に在籍する日本語指導が必要な児童・生徒数は近年，増加の一途をたどっており，

それらの子どもたちに対する支援の必要性や重要性が高まっています。学校において，受け入れや支

援に対する体制が整えられるとともに，地域においても支援が行われていますが，それら学校の内外に

おける支援をつなぎ，相互補完的な支援体制が構築されることが今後は求められます。 

また，学校に在籍する子どもたち以外にも，支援を必要とする子どもたちが存在します。例えば，未就

学の子どもたちや学齢期であるにもかかわらず学校に通うことができない子どもたちも多く存在しており，

これらの子どもたちに対する支援の重要性も認識される必要があります。 

本パネルでは，島根県におけるこれらの外国ルーツの子どもたちに対する支援の現状と課題を明ら

かにするとともに，それらの課題の解決に向けて今後何が求められるかを参加者のみなさんと一緒に考

えたいと思います。 

 

参加者交流会  【16：35-17：20】 教育学部棟1階 191（IPM室） 

ワークショップやパネルディスカッションをふまえて，参加者のみなさんで交流を行いましょう。ふるって

ご参加ください。また，この機会に，他の日本語教室ではどのようなことが行われているのかについて情

報交換をしてみませんか。日本語のボランティアをこれから始めてみたいという方も大歓迎です。 

 

閉会式 【17：20-17：30】 教育学部棟1階 191（IPM室） 

◆問合先◆公益社団法人日本語教育学会 支部活動委員会  

〒101-0065 東京都千代田区西神田2-4-1 東方学会新館2F  

TEL：03-3262-4291 FAX：03-5216-7552 E-mail：shibu@nkg.or.jp 


